
 

 

 

謹賀新年 2025❣   昨年１０月下旬から１１月中旬まで病気見舞い休暇をとって、帰国していた。 
学校は休みに入っていたので問題はなく、入院していた母を看取ってグアテマラにもどった。 
11 月 30 日、学校でマリンバを教えているフラウビオ先生のお宅にお邪魔してマリンバ制作工程を見
せてもらった。先生の子どもや孫と演奏する姿は素敵だったが、離れて住んでいる息子さんたちは演奏
はするけどマリンバ制作はできない。後継者問題は日本の伝統工芸などと同じなのだろう。 
たくさんの工程をふまえ、１年もかけて作るマリンバを見てその奥深さにふれることができ、手作りな
らではの楽器の音色に魅了された。 

 

 

 

 

１２月３日 年中デング熱の危険がある任地なので、首都に出てきた。１１月から街はクリスマスモー
ドで華やいだ雰囲気。実は、リカルド アルホナが１３日から１５日の間で学校訪問するという夢のよ
うな話になり、一度任地にもどることに。ところが、５日前、キャンセルになったと知りがっかり。来
年、学校が始まったら来てくれることを祈るしかない。でも、予定を組んだので一度任地にもどり、近
くにいる先生と話をして新学期の情報を得た。授業等のコーディネーターを４年生の先生が担当する
らしい。私が信頼できる人と思っていた先生！ 
１６日再度首都へ…１２月中、動物園、国立博物館、織物博物館、ミラフローレス博物館、カミナルフ
ユ遺跡をまわり、マヤ文明が紀元前から高度な文明であったことを知って興味深かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

マヤの人たちは今も地域ごとにそれぞれの織物を着て文化を守っていて・・・どの織物も素晴らしい・・・ 

残念ながら私の任地エルプログレッソにはマヤ系の人が住んでいない。 

 

 

 

 

 

 

協力隊はグアテマラの西部に多く配属されていて、マヤの人たち（２０以上もあるそれぞれの言葉を使
っている家庭も多い。）と日常的に接しているが、私は新規派遣で任地はスペイン語のみ話す地域。学
校教育ではマヤの言葉を学べるよう政府の指導があるのか、アルホナ小学校でも英語だけではなく、コ
バンの学生兼先生がケクチ語を教えている。でも、家で使っていないので、子どもたちにとっては英語
と同じかもしれない。 
先生は昨年からの中途採用で、今年はケクチ語で会話ができるようにしたいと話していた。 
（２枚目に続く） 

グアテマラだより 2025．1月 第３号   菅原美和子 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ミラフローレス博物館は、新しくて体験的な活動もできて、２０００年も昔に思いを馳せることので
きる場所。マヤの人たちはカカオを大切に扱っていた。昔は大きな湖があったが、干上がってしまっ
たのが彼らの文明が続かなかったことの一因かもしれない。今の地球温暖化を考えると、長い歴史の
中で見て、私たちの時代も同様に終わるのかもしれない。ガイドの方が、是非遺跡も見に行ったらい
いということだったので、カミナルフユ（死者の丘）遺跡に出かけた。外国人だからか車で中まで入
れてもらい、金網の中は広い公園で安全。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

遺跡なのに？遺跡だから？マヤの儀式をしているグループがいくつかあって、興味深かったのはトロ
ントに住むマヤのカップルが仲良くなるために二人のハートをかたどったキャンドルの下に名前が
書いてあった。葉巻のようなものを吸っているのか吐いているのかわからないが悪霊を追い払ってい
る儀式とか・・今も伝統的に行われているのは北海道のアイヌの人たちと共通するものがあるのかも
しれない。文化は守らねば！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２月２７日から２８日までアティトラン湖畔のハナパッチェルに行ってきた。クリスマス後の渋滞
で首都を抜けるのに２時間ちかくかかった。アティトラン湖はグアテマラ１といってもいい観光地で
ここからマヤの村にボートが出ている。時間がなくて、サンフアンの町にだけ行った。観光はあまり
好きではないので、店を手伝っている少年や近くの村から来ている家族のお母さん（船が怖くて、子
どもたちだけ乗って）と話をしたりして気さくなグアテマラ人やエルサルバドルからの観光客のおば
さんとも話して楽しかった。３０日、任地に戻るバスはコバン直行便しかないといわれ、                     
Uber で１時間４５分かかって学校に戻った。 長い休暇の後、１月２日から仕事が始まった。 
（やっぱり毎月出さないと、説明が足りませんね。写真を楽しんでくださいね。    
質問があればいつでもどうぞ！    では、今年もよろしくお願いします。） 


